
　
　

3
号
地
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
地
元
周
辺
対
策
事
業
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う
地

元
と
は
、
武
豊
町
全
体
を
さ
す

の
で
は
な
い
か
。
県
の
産
廃
税

の
目
的
税
と
し
て
７
億
円
近
い

お
金
を
い
た
だ
く
の
で
あ
る
か

ら
、
武
豊
町
全
体
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。
町
の
負
担
も
３
億

円
以
上
あ
る
中
、
土
地
開
発
公

社
よ
り
買
戻
し
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
3
億
2
百
87
万
5
千

円
計
上
し
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
、
ゆ
め
プ
ラ
や
体
育
館
の
周

辺
に
、
こ
の
施
設
を
持
っ
て
い

け
ば
、
坪
単
価
は
高
く
て
も
6

万
円
く
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

計
画
地
に
お
い
て
は
、
１
㎡

２
万
４
千
６
百
23
円
、
坪
８
万

１
千
２
百
59
円
で
あ
る
。
こ
こ

は
準
工
業
用
地
だ
か
ら
、
残
し

て
工
業
用
地
と
し
て
、
運
用
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
駐
車
場

も
百
台
収
容
予
定
な
ら
、
ゆ
め

プ
ラ
か
体
育
館
周
辺
に
こ
の
１

万
２
千
３
百
㎡
の
も
の
を
作
れ

ば
、
共
に
連
携
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
辺
の
こ
と
は
、
ま
っ
た
く

話
に
は
出
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
処

分
場
へ
搬
入
す
る
通
過
車
輛
は

確
実
に
増
加
す
る
。
当
該
土
地

は
、
臨
港
道
路
を
通
過
す
る
産

廃
運
搬
車
の
環
境
負
荷
軽
減
の

た
め
に
、
役
割
を
備
え
た
場
所

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

３
号
地
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
、
第
二
東
名
工
事
よ
り
発

生
す
る
、
「
土
壌
環
境
基
準
を

超
過
す
る
土
壌
」
（
ヒ
素
汚
染

土
）
を
ネ
ク
ス
コ
よ
り
受
け
入

れ
る
と
聞
く
が
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
区
域
の

建
設
残
土
は
土
壌
汚
染
状
況
調

査
に
よ
り
、
「
土
壌
汚
染
対
策

法
」
の
対
象
外
で
あ
る
。
自
然

界
レ
ベ
ル
の
ヒ
素
が
含
ま
れ
、

０
・
0
1
㎎
／
ℓ
よ
り
若
干
多

い
と
聞
く
が
、
ア
セ
ッ
ク
の
基

準
は
、
0
・
1
㎎
／
ℓ
以
内
で
、

管
理
型
区
画
で
処
分
す
る
予
定

で
あ
る
。
年
間
20
万
ｔ
か
ら
40

万
ｔ
入
っ
て
く
る
と
聞
い
て
い

る
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　
　

籾
山
町
長
の
基
本
政
策

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の
完
遂
へ

の
意
気
込
み
は
。

　
　
　
　
　

２
期
目
の
就
任
時

に
、
１
期
目
に
掲
げ
た
基
本
政

策
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
全
く
ぶ

れ
る
こ
と
な
く
、「
思
い
や
り

夢　

創
造
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

「
思
い
や
り
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
」
の
精
神
を
基
本
と
し
て
、

「
住
ん
で
み
た
い　

住
ん
で
よ

か
っ
た　

武
豊
町
」
を
目
指
す

べ
く
、
６
つ
の
基
本
政
策
を
掲

げ
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
配
慮
し
つ
つ
、
常
に
将

来
も
見
据
え
た
ベ
ス
ト
の
選
択

に
心
が
け
て
、
業
務
を
遂
行
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
ほ
ぼ
達
成

で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

平
成
24
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
た
「
グ

ロ
ス
・
た
け
と
よ
・
ハ
ピ
ネ
ス
」

（
武
豊
総
幸
福
度
）
を
町
政
の

新
た
な
尺
度
と
し
て
取
り
入
れ
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
を
愛

し
、
幸
福
を
実
感
で
き
る
ま
ち

を
究
極
の
目
標
と
し
て
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
。

　
　

防
災
専
門
官
の
町
防
災
体

制
の
所
見
お
よ
び
町
防
災
訓
練

の
計
画
案
は
。

　
　
　
　
　
　
　

防
災
マ
ッ

プ
・
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
判
り

や
す
く
、
東
日
本
大
震
災
の
後
、

標
高
マ
ッ
プ
を
早
期
に
作
成
し

て
住
民
に
提
供
し
た
こ
と
は
大

変
良
か
っ
た
と
、
防
災
専
門
官

は
話
し
て
い
る
。
町
の
地
域
防

災
計
画
が
地
震
災
害
対
策
計
画

と
風
水
害
等
災
害
対
策
計
画
の

２
本
立
て
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

県
の
地
域
防
災
計
画
に
準
じ
た

内
容
に
な
っ
て
お
り
、
町
と
し

て
は
使
い
づ
ら
い
点
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　

防
災
訓
練
は
、
防
災
専
門
官

が
中
心
と
な
り
、
防
災
訓
練
３

か
年
計
画
（
案
）
な
ど
、
防
災

力
を
段
階
的
に
訓
練
・
強
化
す

る
案
を
練
っ
て
い
る
。
24
年
度

は
８
月
に
予
定
し
て
お
り
、
各

企
業
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
県

の
防
災
ヘ
リ
や
海
上
保
安
庁
、

自
衛
隊
の
参
加
に
つ
い
て
も
調

整
し
て
い
る
。
11
月
に
は
、
津

波
防
災
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

問

3号地周辺にある土地であるからこそ認められた事業

地域交流施設は、武豊町全体を見据えてやるべきでは！地域交流施設は、武豊町全体を見据えてやるべきでは！
答

ほぼ達成できているものと考えている答

問

籾山町長の基本政策の完遂への意気込みは籾山町長の基本政策の完遂への意気込みは

問

問

問

問

岩瀬　計介 議員

南　賢治議員

答

町
長

答

産
業
建
設
部
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

■地域交流施設計画地
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町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
災

害
分
析
な
ど
の
教
訓
か
ら
、
防

災
に
対
す
る
認
識
が
大
き
く
変

わ
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
、
防

災
に
関
す
る
備
え
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
で

お
尋
ね
す
る
。

　
　

減
災
の
た
め
、
防
潮
堤
の

扉
や
河
川
の
水
門
を
制
御
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
確
実
か

つ
安
全
に
制
御
す
る
た
め
に
は
、

近
く
に
い
る
人
び
と
が
協
働
の

精
神
で
行
動
で
き
る
体
制
が
望

ま
れ
る
。
衣
浦
沿
岸
部
に
位
置

す
る
企
業
に
も
同
報
無
線
の
情

報
伝
達
を
行
い
、
情
報
の
共
有

化
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

沿
岸
部
は
広

大
で
あ
り
、
全
て
の
企
業
に
音

声
が
届
か
な
い
状
況
な
の
で
、

戸
別
受
信
機
を
配
っ
て
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
消
防
用
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
も
新
た
に
配
置
し

て
い
き
た
い
。

　
　

非
常
用
の
飲
料
水
を
確
実

に
確
保
す
る
た
め
、
知
多
半
島

北
部
の
３
市
３
町
で
は
、
耐
震

性
に
優
れ
た
飲
料
水
兼
用
貯
水

槽
を
導
入
し
て
い
る
。
武
豊
町

で
も
同
様
に
導
入
し
て
、
確
実

な
飲
料
水
確
保
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
に
必

要
に
な
る
水
は
、
飲
料
水
、
生

活
用
水
、
消
防
水
利
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
確
保
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
飲
料
水
で
あ
る
が
、

武
豊
町
防
災
計
画
に
定
め
る
避

難
所
生
活
者
数
３
千
９
百
人
を

基
礎
に
１
日
２
本
の
２
日
分
を

目
処
に
１
万
５
千
６
百
本
を
備

蓄
し
て
い
る
。
３
・
11
震
災
を

教
訓
に
平
成
24
年
度
か
ら
予
算

を
倍
に
し
た
の
で
、
５
年
後
に

倍
増
予
定
。
ま
た
、
住
民
に
は
、

飲
料
水
３
日
分
の
備
蓄
を
お
願

い
し
、
相
当
数
の
家
庭
で
備
蓄

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
町
内
事
業
者
と
「
災
害
時

物
資
の
調
達
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
ル

ー
ト
か
ら
も
一
定
量
の
供
給
が

あ
る
。
町
内
配
水
池
な
ど
が
３

箇
所
あ
り
、
給
・
配
水
管
に
緊

急
遮
断
弁
を
設
置
し
、
最
低
で

も
１
万
６
千
ト
ン
の
飲
料
水
を

確
保
で
き
る
。
生
活
用
水
は
、

井
戸
水
提
供
の
家
の
募
集
を
行

い
、
町
負
担
で
水
質
検
査
を
し
、

災
害
時
に
住
民
に
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

消
防
水
利
は
、
公
園
に
毎
年
、

鋼
板
製
水
槽
を
導
入
し
て
い
る
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
「
武
豊
」
を
目
指
し
、
平

成
11
年
４
月
に
町
北
部
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
利
用
が
あ
る
。
南

部
の
富
貴
地
区
に
は
今
年
４
月

に
新
た
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
そ
の

特
徴
的
な
も
の
は
な
に
か
質
問

す
る
。

　
　

北
部
と
南
部
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
違
い
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
目
的
は
、
育
児
不
安
の

解
消
、
子
育
て
相
談
な
ど
、
地

域
の
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
図

る
こ
と
で
あ
り
、
基
本
的
に
目

的
・
業
務
に
関
し
て
は
同
じ
で

あ
る
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
事
業
を
進
め
る
。

　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
北
保
育
園
と
の
併
設
で
あ
る

が
、
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
富
貴
小
学
校
と
も
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
児
童

館
・
児
童
ク
ラ
ブ
が
一
体
と
な

っ
た
複
合
施
設
で
あ
る
。
こ
の

特
徴
を
十
分
活
用
し
、
相
乗
効

果
も
期
待
で
き
る
よ
う
な
施
設

運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
新
し
く
始
め
る
事
業
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
園
担
当

の
管
理
栄
養
士
が
参
加
す
る
食

事
の
相
談
事
業
、
保
育
士
や
看

護
師
に
よ
る
発
達
支
援
事
業
、

各
種
育
児
講
座
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　

複
合
施
設
の
特
徴
を
活
か

し
て
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
ど
の
よ
う
な
連
携
を
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
ク
ラ
ブ

の
ス
ペ
ー
ス
は
、
午
前
中
は
空

い
て
い
る
の
で
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し
物
を
行
い
、
午
後
か
ら

は
異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
の
ふ

れ
あ
い
交
流
を
図
る
な
ど
特
色

あ
る
運
営
を
考
え
て
い
る
。

飲料水・生活用水・消防水利の確保に努めている

東日本大震災を教訓にした防災計画の見直し「備蓄水は大丈夫か」東日本大震災を教訓にした防災計画の見直し「備蓄水は大丈夫か」
答

問

問

問問

答

町
長

佐伯　隆彦 議員

森田　義弘 議員 児童館・児童クラブが一体となった複合施設である

南部子育て支援センターの特徴は南部子育て支援センターの特徴は
答

問

問問

■南部子育て支援センター

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長
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３
号
地
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
地
元
周
辺
対
策
事
業
と
し

て
、
武
豊
町
地
域
交
流
施
設
整

備
計
画
が
提
案
さ
れ
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
終
了
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
対
象
と

考
え
て
い
る
利
用
者
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
内

に
観
光
案
内
所
を
設
け
る
計
画

か
ら
、
特
定
の
利
用
者
に
限
定

し
な
い
。
会
議
室
、
多
目
的
ホ

ー
ル
、
体
験
室
は
幅
広
い
住
民

の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運

営
方
式
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

幅
広
い
複
合
的
施

設
の
た
め
、
直
営
の
管
理
に
は

限
界
が
あ
る
。
商
工
会
や
観
光

協
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
制
度
も
視
野
に
入

れ
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

本
年
当
初
に
採
用
さ
れ
た

防
災
専
門
官
は
、
現
在
ど
の
様

な
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

武
豊
町
地
域

防
災
計
画
や
そ
の
他
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
把
握
、
企
業
・
自
主
防

災
会
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
対
す

る
講
話
や
教
育
の
実
施
計
画
の

作
成
、
24
年
度
の
防
災
訓
練
計

画
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

避
難
所
に
新
た
に
防
災
倉

庫
を
置
く
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

防
災
倉
庫
は

役
割
が
違
う
。
避
難
所
で
必
要

な
資
機
材
は
現
在
、
役
場
庁
舎

や
備
蓄
倉
庫
に
置
い
て
い
る
が
、

一
部
、
避
難
所
に
置
く
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
生

に
対
す
る
防
災
教
育
の
観
点
か

ら
、
県
と
も
協
議
し
て
24
年
度

に
武
豊
高
校
に
防
災
倉
庫
を
設

置
す
る
。

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

公
共
施
設
は
、
高
度
成
長
期

に
お
け
る
人
口
増
加
や
行
政
需

要
の
高
ま
り
に
よ
り
、
急
速
に

整
備
さ
れ
て
き
た
。
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
、
長
引
く
不
況
と
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

今
後
、
こ
れ
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
公
共
施
設
は
、
更
新
時
期
を

迎
え
る
。
そ
れ
ら
の
社
会
基
盤

に
は
、
寿
命
が
あ
る
。
際
限
な

く
膨
ら
む
社
会
保
障
費
に
対
し

て
、
新
た
に
投
資
を
す
る
余
裕

は
な
く
、
今
あ
る
施
設
の
適
切

な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
時
代
だ

と
考
え
質
問
す
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
の

維
持
管
理
の
体
制
、
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

各
所
管
に
よ

る
対
応
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
の
費
用
を
必
要
最
低
限
に

と
ど
め
て
き
た
。

　
　

現
状
の
維
持
管
理
計
画
お

よ
び
、
想
定
し
て
い
る
費
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　

維
持
管
理
計

画
は
、
持
っ
て
な
い
。
想
定
さ

れ
る
費
用
も
、
把
握
し
て
な
い
。

　
　

今
後
の
施
設
維
持
管
理
、

延
命
の
方
針
は
。

　
　
　
　
　

ま
だ
長
寿
命
化
計

画
を
立
て
て
い
な
い
主
要
施

設
・
設
備
に
つ
い
て
、
維
持
管

理
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
、
経
営
と
い
う
感
覚
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
と
延
命
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
に
、
現
状
を
住
民
に

オ
ー
プ
ン
に
す
る
手
法
と
し
て
、

施
設
白
書
を
作
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
っ
た
く
考

え
て
な
い
。

　
　

公
共
施
設
は
、
す
べ
て
住

民
の
も
の
で
あ
り
、
情
報
を
公

開
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
義
務

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　

誰
が
見
て
も
わ

か
る
管
理
台
帳
の
統
一
的
な
整

備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
一
元
的
な
管
理
に
つ
い
て

は
今
後
、
考
え
て
い
く
。

※
他
に
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」

に
つ
い
て
質
問
。

問

観光の拠点となり、地域の交流にも資する施設である

地域交流センター（仮称）の役割は地域交流センター（仮称）の役割は
答

管理台帳の一元的な整備を進めていく答

問

早急に公共施設白書の整備を！早急に公共施設白書の整備を！

問問問

問問

問問問問

石川　義治 議員

青木　信哉議員

■南部子育て支援センター北の備蓄倉庫 ■武中旧金工木工室の備蓄倉庫

■本年度整備する本庁舎空調

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

答

副
町
長

答

産
業
建
設
部
長

答

町
長

答

防
災
交
通
課
長
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町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　
　

真
に
町
民
の
知
る
権
利
を

尊
重
す
る
た
め
に
、
政
策
形
成

の
過
程
を
公
開
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
積
極
的
な
情
報
公

開
を
求
め
る
。

　

１
月
に
、
24
年
度
予
算
の
情

報
公
開
請
求
を
し
た
が
、
本
町

で
は
非
開
示
で
あ
っ
た
。
同
じ

資
料
要
求
を
し
た
日
進
市
、
山

県
市
で
は
、
予
算
に
関
わ
る
予

算
査
定
資
料
、
そ
れ
に
伴
う
見

積
書
な
ど
、
す
べ
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

本
町
の
情
報
公
開
は
後
退
し
て

い
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
の

公
開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

22
年
度
の
予

算
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
過
程

を
公
表
。
数
字
だ
け
で
な
く
内

容
が
わ
か
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

　
　

我
孫
子
市
で
は
、
12
月
に

平
成
24
年
度
の
予
算
の
編
成
の

中
で
、
約
１
５
０
の
新
規
事
業

に
つ
い
て
、
ど
の
事
業
を
採
択

す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
そ
の

選
択
過
程
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
、
意
見
を
聴
い
て
い
る
。

本
町
で
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
い
な

い
。

　
　

地
方
公
共
団
体
は
法
律
と

は
別
に
、
条
例
を
定
め
て
い
る
。

現
在
、
条
例
と
規
則
は
「
例
規

集
」
と
し
て
、
い
つ
で
も
誰
も

が
検
索
で
き
る
状
態
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
治
体
は
要
綱
行

政
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
行
政

事
務
を
進
め
て
い
く
上
で
、
条

例
・
規
則
だ
け
で
は
な
く
、
職

員
が
事
務
処
理
を
進
め
て
い
く

上
で
の
指
針
・
基
準
を
定
め
る

行
政
機
関
の
内
部
規
律
を
「
要

綱
」
「
要
領
」
と
し
て
設
置
し

て
い
る
。

　

す
で
に
、
半
田
市
・
東
浦
町

で
は
、
す
べ
て
の
要
綱
・
要
領

を
総
務
課
で
一
括
管
理
し
て
お

り
、
住
民
に
関
わ
る
す
べ
て
の

要
綱
・
要
領
を
公
開
す
べ
き
情

報
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。
本
町
で
も
実

施
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
の

経
費
が
か
か
る
た
め
考
え
て
い

な
い
。
住
民
に
は
要
綱
で
は
な

く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

　
　

本
町
の
要
綱
・
要
領
は
各

所
管
で
管
理
し
て
お
り
、
ト
ー

タ
ル
を
把
握
し
て
い
る
部
署
が

な
い
。
一
括
管
理
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

各
所
管
で
管

理
す
る
が
、
法
規
担
当
に
す
べ

て
の
要
綱
・
要
領
が
な
い
こ
と

は
事
務
管
理
上
問
題
が
あ
る
。

法
規
担
当
で
保
有
す
る
。

　
　

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
助
成
事
業
は
、
知

多
地
方
で
、
未
だ
に
実
施
す
る

計
画
を
持
っ
て
い
な
い
の
は
武

豊
町
と
南
知
多
町
だ
け
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
長
寿
・
健
康
増
進

の
た
め
に
も
、
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
本

町
に
お
い
て
も
実
施
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

　

ま
た
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
胃
腸
炎
は
、
冬
か
ら
春
に
か

け
て
乳
幼
児
を
中
心
に
流
行
し
、

下
痢
や
発
熱
な
ど
を
発
症
す
る

も
の
で
、
重
症
化
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
も
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
乳
幼
児
の
健
康
の

た
め
に
、ぜ
ひ
、実
施
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
に
対

し
、
各
種
の
福
祉
施
策
を
ト
ー

タ
ル
と
し
て
推
進
し
て
お
り
、

財
政
的
な
見
地
も
踏
ま
え
、
県

下
の
状
況
や
近
隣
市
町
の
動
向
、

費
用
負
担
の
あ
り
方
や
対
象
な

ど
も
含
め
、
検
証
し
て
み
た
い
。

そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
見
極
め
て
参
り
た
い
。

　

５
歳
ま
で
の
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
も
、
国
の
動
向
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
み
た
い
。

　
　

現
行
の
事
後
審
査
型
一
般

競
争
入
札
主
体
の
入
札
を
改
め
、

地
元
貢
献
度
な
ど
を
配
慮
し
た

指
名
競
争
入
札
制
度
と
し
て
、

町
内
業
者
が
町
発
注
の
公
共
工

事
を
請
け
負
い
や
す
く
改
善
さ

れ
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
業
者
Ｊ
Ｖ
の
受

注
を
可
能
に
す
る
よ
う
、
入
札

実
施
要
領
な
ど
を
改
訂
さ
れ
た

い
。

　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
の
実

績
で
は
、
発
注
工
事
53
件
の
う

ち
45
件
を
事
後
審
査
型
で
実
施

し
、
町
内
業
者
が
そ
の
45
件
中

43
件
を
受
注
。
町
内
業
者
の
落

札
率
は
95
％
を
超
え
る
高
率
と

な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
指
名

競
争
入
札
に
戻
す
こ
と
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｖ
に
よ
る

入
札
参
加
に
つ
い
て
は
、
予
定

価
格
が
お
お
む
ね
１
億
５
千
万

円
以
上
の
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
に
お
い
て
、
第
二
構
成
員

が
町
内
業
者
で
あ
る
場
合
に
限

っ
て
参
加
を
認
め
て
い
る
。

　

な
お
、
工
事
金
額
の
小
さ
い

事
後
審
査
型
に
お
い
て
は
、
多

く
の
町
内
業
者
が
単
体
で
参
加

し
て
い
る
。

議決前の情報は公開しない

予算編成過程の公開と住民参加を予算編成過程の公開と住民参加を
答

問

問

問

小寺　岸子 議員

梶田　稔 議員 方向性については前向きに研究したい

高齢者用肺炎球菌ワクチンなどの接種の実施と助成を高齢者用肺炎球菌ワクチンなどの接種の実施と助成を
答

問

問問 問

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

問答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

答

総
務
部
長
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